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2024年度における被ばく線量上位件名について

2024年4月1日～2024年12月31日におけるALARA会議対象件名被ばく線量上位10件

No. 作業件名 作業状況
被ばく線量
(12月末時点)

平均線量

1 1F-1号機大型カバー設置工事 作業中 3.3人･Sv 7.0mSv/人

2 １Ｆ－２号機燃料取出し用南側構台設置工事 作業中 0.58人･Sv 2.5mSv/人

3 1F-2号機燃料取り出しに伴う南側外壁撤去工事 作業中 0.50人･Sv 5.9mSv/人

4 １Ｆ－２号機 ＦＰＣバイパスライン設置 作業中 0.49人･Sv 3.0mSv/人

5 １Ｆ ＨＴＩ北西ハッチ他ポンプ等移設工事 作業中 0.42人･Sv 3.6mSv/人

6 １F-1号機 原子炉建屋滞留水移送業務委託 作業中 0.36人･Sv 5.8mSv/人

7 テレスコ式試験的取り出し（装置据付） 作業終了 0.36人･Sv 2.5mSv/人

8 １Ｆ－３ Ｓ／Ｃ内滞留ガスパージ委託 作業中 0.34人･Sv 4.1mSv/人

9 １Ｆ－２ 燃料取り出し用構台附帯設備設置 作業中 0.34人･Sv 1.3mSv/人

10 １Ｆ－３号機地下貯蔵建屋外壁材撤去工事他1件 作業中 0.30人･Sv 1.8mSv/人

下表のうち，赤枠内の作業で実施した主な被ばく低減対策を次頁以降に示す。
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No.01 １Ｆ－１号機大型カバー設置工事（1/3）

低線量エリア利用における被ばく低減対策

1号機原子炉建屋西側に設置しているダストモニタ設

備用コンテナ内を低線量エリアとして作業間の待ち時

間発生時等に利用し，被ばく線量を低減した。

＜原子炉建屋北西側作業エリア＞

＜ダストモニタ設備用コンテナ(低線量エリア)設置場所＞

空間線量率（幾何平均）

作業エリア ： ０．０７７ mSv/h

低線量エリア： ０．００２ mSv/h

被ばく低減効果（実績）

対策前 ： ７２４．４７ 人・mSv

対策後 ： ６０６．８６ 人・mSv

低減効果： １１７．６１ 人・mSv
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No.01 １Ｆ－１号機大型カバー設置工事（2/3）

遠隔操作機器使用における被ばく低減対策

1号機原子炉建屋オペレーションフロア周辺においてベ

ースプレート(BPL)取付用の鉄骨架台設置時，干渉するは

み出し瓦礫を撤去する為に，遠隔操作重機を使用し，被

ばく線量を低減した。

←遠隔操作重機

空間線量率（幾何平均）

作業エリア： ３．２ mSv/h

遠隔操作室： ０．００３０ mSv/h

被ばく低減効果（実績）

対策前 ： ８４．７４ 人・mSv

対策後 ： ０．０９ 人・mSv

低減効果： ８４．６５ 人・mSv

＜BPL取付用の鉄骨架台＞

＜遠隔操作室＞
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No.01 １Ｆ－１号機大型カバー設置工事（3/3）

遮蔽架台設置による被ばく低減対策

下部架構と１号機原子炉建屋の接続作業（ボー

ルジョイントブレース接続）時，専用の遮蔽架台

を設置し，被ばく線量を低減した。

空間線量率（幾何平均）

作業エリア： 対策前 ６．０ mSv/h

対策後 １．７ mSv/h

被ばく低減効果（実績）

対策前 ： ９４１．１３ 人・mSv

対策後 ： ２８２．３４ 人・mSv

低減効果： ６５８．７９ 人・mSv

＜遮蔽架台設置状況＞

＜遮蔽架台＞

＜接続作業＞
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No.02 1F－２号機燃料取り出し用南側構台設置工事（1/2）

低線量エリア活用による被ばく低減対策

ランウェイガーダ(ＲＧ)鉄骨部材の搬送やブロック

組みを１Ｆ構外の西門ヤードで行う事により，２号機

周辺（主に南側構台前室内）での作業時間を短縮し，

被ばく線量を低減した。

＜RGブロック運搬状況＞

＜西門ヤードでのRGブロック積込状況＞

空間線量率 (幾何平均)

作業エリア ： ０．０２ mSv/h

構外西門ヤード： 管理対象区域外

被ばく低減効果（実績）

対策前 ： ２７０.４０ 人・mSv

対策後 ： ２１.３０ 人・ｍSv

低減効果： ２４９.１０ 人・mSv
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No.02 1F－２号機燃料取り出し用南側構台設置工事（2/2）

遮蔽による被ばく低減対策

２号機原子炉建屋内作業時の被ばく低減対策と

してオペレーションフロア内への遮蔽コンクリー

ト打設を実施し，作業エリアの環境線量率を低減

した。その結果，今後予定している原子炉建屋内

作業での被ばく低減効果が期待できる。

＜２号機原子炉建屋内遮蔽コンクリート打設後の状況＞

＜２号機原子炉建屋内遮蔽コンクリート打設状況＞

空間線量率 (幾何平均)

作業エリア： 対策前 ９.４５ mSv/h

対策後 ５.５０ mSv/h



無断複製転載禁止 東京電力ホールディングス株式会社

7

No.03 1F－２号機燃料取り出しに伴う南側外壁撤去工事（1/2）

遠隔化による被ばく低減対策

２号機原子炉建屋内にある旧FHM操作室（燃料取扱

機操作室）基礎の切削作業に使用するワイヤーソーを

，低線量エリア（2号機燃料取り出し用構台）から遠

隔で操作することにより，被ばく線量を低減した。

＜２号機燃料取り出し用構台前室内遠隔操作装置＞

＜２号機原子炉建屋内旧FHM操作室基礎＞

写真

空間線量率 (最大値)

作業エリア ： ５.３ mSv/h

低線量エリア： ０.１２ mSv/h

被ばく低減効果（実績）

対策前 ： １２７２.００ 人・mSv

対策後 ： ９９.９５ 人・ｍSv

低減効果： １１７２.０５ 人・mSv

ワイヤーソー旧FHM操作室基礎
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No.03 1F－２号機燃料取り出しに伴う南側外壁撤去工事（2/2）

遠隔化による被ばく低減対策

２号機原子炉建屋内外壁の引き抜き解体作

業時に，遠隔重機を使用することにより，被

ばく線量を低減した。

＜免震重要棟内遠隔重機操作室＞

＜２号機原子炉建屋内遠隔重機作業状況＞

空間線量率 (最大値)

作業エリア ： ５.３ mSv/h

遠隔重機操作室： ０.００５０ mSv/h

被ばく低減効果（実績）

対策前 ： １１６４.９０ 人・mSv

対策後 ： ３.０７ 人・ｍSv

低減効果： １１６１.８３ 人・mSv


